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令和 3年度事業報告書 
Ⅰ 事業の概要 
１ 保健管理研究集会事業 

１）全国研究集会開催事業 
全国大学保健管理研究集会は、全国の国・公・私立大学における保健管理の研究者

及び実務担当者等が一堂に会し、各大学において取り組んでいる学生・教職員の保健管

理に関する種々の課題について、その調査・研究成果を発表・討論すると共に、日常業

務に関連した領域の識者から専門事項について教えを受け、感染症やメンタルヘルス

などの時宜を得た講演を受講し、シンポジウムにおいて議論に参加することにより、参

加者の専門知識の修得及び技術の向上を図り、大学における学生・教職員等の保健管理

の一層の充実、公衆衛生の向上並びに学術研究の発展に寄与することを目的として開

催している。文部科学省後援、当番校との共催により、例年は当番校エリアでの対面式

で開催されてきたが、現下のコロナ禍で、令和 3 年度の第 59 回全国大学保健管理研究

集会は１０月６日、７日の両日、広島大学が当番校となり、当協会との共催で 655 名

の参加申し込みを受けて、完全オンライン開催として行った。今回の研究集会は、「加

速するパラダイムシフト社会に対応する保健管理～大学から国際社会に向けて～」を

共通テーマに、オンラインではあったが、特別講演の開催など充実した内容の研究集会

となった。その概要は、以下のとおりである。 

 特別講演 

大学保健管理における適応力：未来をつくるパラダイムシフト 

座長：奥屋 茂（山口大学 教育・学生支援機構 保健管理センター所長・教授） 

演者：吉原 正治（広島大学 名誉教授、広島大学保健管理センター客員教授） 

教育講演 1 

不整脈を知ろう！ 

座長：日山 亨（広島大学保健管理センター 副センター長・教授） 

演者：中野 由紀子（広島大学大学院医系科学研究科 循環器内科学教授 

教育講演 2 

大学生のうつと行動活性化 

座長：岡本 百合（広島大学保健管理センター長・教授） 

演者：岡本 泰昌（広島大学大学院医系科学研究科 精神神経医科学教授） 



シンポジウム 1 

COVID-19 が大学にもたらした変化 

座長：柳元 伸太郎（東京大学 保健・健康推進本部教授） 

安宅 勝弘（東京工業大学保健管理センター教授） 

シンポジスト：梶谷 康介（九州大学キャンパスライフ・健康支援センター准教授） 

中川 克（立命館大学保健センター・診療所教授） 

森 正明（慶應義塾大学保健管理センター所長・教授） 

指定討論者：潤間 励子（千葉大学総合安全衛生管理機構 准教授） 

石金 直美（大阪大学キャンパスライフ健康支援センター相談支援部門准教授）  

 シンポジウム 2 

 ヘルシーキャンパス活動の展開～ウィズ・コロナ時代の大学保健に求められる取り組み

～ 

座長：石見 拓（京都大学大学院医学研究科 予防医療学教授） 

守屋 達美（北里大学健康管理センター長） 

シンポジスト：豊田 久美子（京都看護大学学長） 

堀田 亮（岐阜大学保健管理センター助教） 

西山 知佳（京都大学大学院医学研究科人間健康科学系専攻先端中核看護科学講

座クリティカルケア看護学分野准教授） 

藤本 昌（全国大学生協共済生活協同組合連合会） 

山本 祐二（滋賀大学保健管理センター 所長・教授） 

指定討論者：守山 敏樹（大阪大学キャンパスライフ健康支援センター保健管理部門教授）   

ランチョンセミナー  

座長：岩﨑 良章（岡山大学 保健管理センター センター長） 

大学生の感染症対策 —学生に必要なワクチン接種— 

福岡看護大学教授／福岡歯科大学医科歯科総合病院予防接種センター長／日本ワクチン学

会理事長 岡田賢司 

共催：サノフィ株式会社  

優秀演題発表セッション 

座長：奥屋 茂（山口大学教育・学生支援機構保健管理センター所長・教授）のもと 

１０演題が発表された。 

ネットワーキングイベント 

5 テーマでディスカッションが行われた。 



一般研究発表 

「健康診断」「禁煙・その他」「感染症」「産業保健」「健康支援」「ヘルシ-キャンパス」「メ

ンタルヘルス・学生相談」「学生発表」をテーマに８３演題がされた。 

 

２）地方部会研究集会開催事業 

当協会では、北海道、東北、関東甲信越、東海北陸、近畿、中国四国及び九州の各地域に地

方部会を設け、当該地域の大学の保健管理施設に勤務する医師、研究者や医療担当者等が日

頃から取り組んでいる保健管理に関する課題等について、その成果を発表・討論するほか、

地域の特性に応じたテーマ或いは職種毎の研究会・研修会を開催して保健管理に関する研

究の進展や技術の向上等を目的とした地方部会研究集会を開催している。 

令和３年度は、前年度からのコロナ禍の影響により、研究集会、研究会や保健師・看護師分

科会等の研究・研修会がオンライン開催され、成果を上げることが出来た。詳細は以下のと

おりである。 

 

1.北海道地方部会 令和３年８月２６日（参加者：２９校５９名） 

講演Ⅰ 演題 種々の抗ウイルス性物質の新型コロナウイルス感染制御対策への応用を

目指した基礎研究 

講師 帯広畜産大学 グローバルアグロメディシン研究センター 助教 武田 洋平 

座長 旭川医科大学 保健管理センター長 川村 祐一郎 

講演Ⅱ 演題 帯広畜産大学の社会貢献 生殖補助医療によるセラピーホースの生産育成 

講師 帯広畜産大学 臨床獣医学研究分野 (動物医療センター長) 教授 南保 泰雄 

座長 北見工業大学 保健管理センター長 奥村 貴史 

研究発表 司会 帯広畜産大学 保健管理センター長 川畑 秀伸 

・本学における感染症対策の見直し 

 北海道教育大学保健管理センター 羽賀 將衛、石田 かおり、三上 麻紀、小野寺 千鶴

子、河上 靖子、河合 和恵 

・キャンパスにおける換気状況モニタリングに向けた二酸化炭素観測網の構築 

北見工業大学 谷口 空、藤井 悠乃介、奥村 貴史 

・帯広畜産大学における学生支援の取り組み（話題提供） 

帯広畜産大学 保健管理センター  守谷 恭輔、川畑 秀伸、石原 鮎美 

 

2.東北地方部会 令和３年７月１６日 （参加者：４３校１０８名）  



・教育講演Ⅰ 「新型コロナウイルス感染症：最新情報と大学での対策」 

山形大学医学部附属病院検査部・感染制御部 部長・病院教授 森兼 啓太 

・特別企画Ⅰ 「大学生の呼吸器疾患を考える－呼吸器科医師の視点から－」 

前弘前大学保健管理センター所長 髙梨 信吾 

・特別企画Ⅱ 「保健管理センターの勤務を振り返って－東北地区大学の学生・職員健康診

断の実施状況を含め－」  前山形大学保健管理センター所長 冨樫   整 

・一般研究発表 (６題) 

 

3.関東甲信越地方部会 令和 3 年 9 月 16 日～17 日（参加者：121 校 239 名）  

・部会長講演「細胞も一人では生きられない～高等動物細胞の生存調節～」 

群馬大学長 石崎泰樹 

・特別講演「COVID-19 と大学における自殺予防」 

大分県立看護科学大学看護学部教授 影山隆之 

・シンポジウム 1 テーマ「ウィズ・コロナ時代のメンタルヘルスをどう支えあうか」 

司会 布施泰子（茨城大学保健管理センター所長） 

丸谷俊之（東京工業大学保健管理センター准教授） 

「看護職の立場から」 山﨑 恵（お茶の水女子大学保健管理センター看護師） 

  「教員の立場から」  原野安土（群馬大学大学院理工学府准教授） 

 「発達障害支援の立場から」綱島三恵（東京大学相談支援研究開発センター特任専門員） 

  「心理職の立場から」 内山知子（群馬大学カウンセラー） 

・教育講演１ テーマ「ウィズ・コロナ時代だからこそ」 

 「CARE for CAREGIVER そのひとらしく、あなたらしく」 

田村祐樹（彦根市立病院緩和ケア科非常勤医） 座長：浅見隆康（群馬大学産業医） 

・教育講演２ テーマ「ポスト・コロナ時代を見据えて」 

   「温泉で気分は最高！～群馬は温泉パラダイス～」 

小暮 淳（温泉ライター/ＮＰＯ法人『湯治乃邑（くに）』代表理事） 

座長：竹内一夫（群馬大学健康支援総合センター副センター長） 

・シンポジウム２ 

テーマ「新型コロナウイルス感染症対策の今～多職種・多機関と支え合いながら 

進めるために」 

  司会 今関文夫（千葉大学総合安全衛生管理機構特任教授） 

     森 正明（慶應義塾大学保健管理センター所長） 



  ６名が所属大学における新型コロナウイルス感染症対策について、発表 

・ランチョンセミナー テーマ「予防接種まるわかり 大学編」 

中野貴司（川崎医科大学小児科学教授） 

座長：柳元伸太郎（東京大学保健・健康推進本部教授） 

提供：サノフィ株式会社 

 

4.東海北陸地方部会  令和 3 年 7 月 15 日～16 日 （参加者：54 校 109 名） 

・パネルディスカッション１ テーマ 「健康教育支援−生涯の健康づくりを中心に−」 

座 長  愛知教育大学健康支援センター 教授・センター長 田中 優司 

ﾊﾟﾈﾘｽﾄ 「女子学生の健康支援～プレコンセプションケア～」 国立成育医療研究セン

ター周産期・母性診療センター母性内科 診療部長 荒田 尚子 

ﾊﾟﾈﾘｽﾄ 「生涯健康支援～人生 100 年時代に向けた生活習慣～」 名古屋大学総合保健

体育科学センター大学院医学系研究科健康スポーツ医学教授 小池 晃彦 

・パネルディスカッション 2  テーマ 「発達障害学生支援への期待と可能性−大学は“外”

からどう見えているのか−」 

座 長  岐阜大学保健管理センター 助教 堀田 亮 

ﾊﾟﾈﾘｽﾄ 「当事者の立場から」 発達ワークスぎふ 代表 川合 正樹 

ﾊﾟﾈﾘｽﾄ 「就労移行支援事業所の立場から」（株）Noto カレッジ 代表取締役 辻 雅靖 

ﾊﾟﾈﾘｽﾄ 「企業の立場から」（株）ゲオビジネスサポート就労移行支援事業部 野々村 翔 

・特別講演Ⅰ 

座 長 岐阜大学保健管理センター センター長 山本 眞由美 

演 題 「国立大学法人の第 4 期に向けた状況について―岐阜大学を例として」 

講 師 岐阜大学 学長 森脇 久隆 

・パネルディスカッション報告／保健管理担当職研究集会報告 

司 会 岐阜大学保健管理センター センター長 山本 眞由美 

総 括 保健管理担当職研究集会 シンポジウム 座長 宮本 由紀子 

総 括 パネルディスカッション１ 座長 田中 優司 

総 括 パネルディスカッション 2 座長 堀田 亮 

・特別講演Ⅱ 

座 長 岐阜大学保健管理センター センター長 山本 眞由美 

演 題 「摂食障害」 

講 師 跡見学園女子大学心理学部 特任教授 鈴木 眞理 



 

5.近畿地方部会 令和３年 8 月 19 日（参加者：63 校 122 名） 

【講演】（座長）武庫川女子大学  健康サポートセンター  センター長  内藤   義彦  

◆講演１「健康寿命が自分で延ばせる「賢食術」－尿を測れば認知症も防げるか？」 

武庫川女子大学  国際健康開発研究所      所長 家森  幸男教授  

◆講演２「食物アレルギー児の治療に対して第一回緊急事態宣言の影響 

―大阪・兵庫・奈良 24 施設での横断研究―」 

武庫川女子大学  食物栄養科学部 学部長  高橋  享子教授 

◆講演３「with コロナ時代における保健管理のポイント」 

大阪大学  キャンパスライフ健康支援センター  長友  泉教授 

 

6.中国四国地方部会 令和 3 年 8 月 26 日～27 日（参加者：33 校 117 名） 

・特別講演「癌免疫への飽くなき思い」    山口大学長 岡 正朗 

・教育講演 1「発達障害児支援から垣間見える人生 100 年時代の産業保健の課題と展望  

～新たなリスクコミュニケーションの在り方とは～」 

宇部興産株式会社 人事部 健康管理センター統括産業医 塩田 直樹 

・教育講演 2「感染対策のあり方について考える：COVID-19 アップデート」 

山口大学大学院医学系研究科 呼吸器・感染症内科教授 松永 和人 

・メンタルヘルス講演会「コロナ禍でのストレス・フラストレーションへの対応」 

山口大学大学院医学系研究科 高次脳機能病態学講座 准教授 松原 敏郎 

・意見交換会 テーマ「「コロナ禍の大学の現状についてのアンケート結果報告、情報交換」 

司会  奥屋 茂（山口大学） 

・一般研究発表（13 題） 

 

7.九州地方部会 令和３年７月１２日～３０日（参加者：４０校 １１６名） 

・特別講演Ⅰ「大学と地域『鹿児島学事始め』」 鹿児島大学学長  佐野 輝 

・特別講演Ⅱ 「銀の龍の背に乗って」       元手打診療所所長 瀬戸上 健二郎 

・合同セミナーⅠ 「  COVID-19 の新たな展開－変異株とワクチン－  」 

鹿児島大学大学院医歯学総合研究科微生物学分野 

鹿児島大学病院 感染制御部           西 順一郎 

・合同セミナーⅡ 「大学における自死（自殺）の事後対応についての検討－初等・中等教

育における実践を踏まえて－」鹿児島大学大学院教育学研究科 関山 徹 



・合同セミナーⅢ 「二次障害の予防と対策」鹿児島大学保健管理センター 伊地知 信二 

・合同シンポジウム テーマ「ポスト・コロナ時代の保健管理」 

コーディネーター：鹿児島大学保健管理センター  

准教授  川池 陽一 ／ 保健師  蒲地 亜紀代 

「コロナ禍の定期健康診断～Ｗｅｂ問診と来所者の絞り込みによる三蜜回避～」   

平片 舞（鹿児島大学） 

「学生定期健康診断における感染症対策～新しい生活様式を踏まえて～」 

木戸 芳香（大分大学） 

「新型コロナウイルス感染症に対する鹿屋体育大学の取組」  安田 修（鹿屋体育大学） 

「コロナ禍の学生定期健康診断－熊本大学の状況－」          副島 弘文（熊本大学） 

・一般研究発表Ⅰ（４題） 

座長：熊本大学保健センター長      藤瀬  昇 

 

〇保健・看護分科会等の研究集会・研究会 

 

1.北海道地方部会地方部会研究集会 オンライン開催 29 校 59 名  

 

2.東北地方部会 特に記載なし 

 

3.関東甲信越地方部会 令和 3 年 9 月 17 日（参加者：121 校 239 名） 

講演 司会：安宅勝弘（東京工業大学保健管理センター教授） 

司会：萱場隆人（東海大学グローバルシチズンカレッジオフィス高輪ブランチ健康

推進室担当  保健師／保健・看護分科会運営委員） 

「月経困難症の原因と対応 プレコンセプションケアの必要性」 

佐藤雄一（産科婦人科舘出張佐藤病院院長） 

「突き指や捻挫などに対して保健室でできる最新の処置」 

平山隆久 （真中記念クリニック副院長） 

「両立支援の基本的考え方 治療と職業生活・学生生活の両立支援の視点から」 

吉川悦子 （日本赤十字看護大学看護学部准教授） 

「相談対応の際の話し方・聴き方の基本」 

齋藤憲司 （東京工業大学保健管理センター教授） 

 



4.東海北陸地方部会 

（静岡地区研究会）令和 4 年 2 月（参加者：14 校 19 名） 

  当番校：浜松医科大学・静岡理工科大学・聖隷クリストファー大学・静岡文化芸術大学 

     オンライン開催 

  「新型コロナウイルス感染症への対応について 

～２年目の現状と大学保健管理担当職として思うこと～ 」 

（東海地区研究会） 令和 4 年度に延期 

（北陸地区研究会） 令和 3 年 11 月 12 日 （参加者：19 校 29 名） 

当番校：北陸大学・金沢星稜大学・金沢星稜女子短期大学部 オンライン開催 

【講演 1】 

講 演： 「乱用性薬物（大麻・覚醒剤など）の危険性」 

講 師： 北陸大学 薬学部教授 学生部長  宇佐見 則行 先生 

【講演 2】 

講 演： 「発達障害のある学生の理解と合理的配慮の観点からの支援」 

講 師：金沢星稜大学 人間科学部教授 学生支援センター長  河野 俊寛 先生 

 

5.近畿地方部会 

〈京滋地区〉京都工芸繊維大学 

新型コロナウイルス感染症の影響により令和 3 年度は書面形式での開催。 

〈阪奈和地区〉相愛大学      2021 年 12 月 9 日（参加者：25 校 40 名） 

【講演】 対談「生きづらさについて考える」 

まんが家、イラストレーター細川  貂々さん（『ツレがうつになりまして』作者） 

相愛大学  副学長 人文学部教授 釈 徹宗先生 

〈兵庫地区〉兵庫医科大学      2021 年 12 月 2 日（参加者：34 校 51 名） 

【講演】 

講演１「現在、これからの臨床で診るうつ、不安、そして強迫～COVID-19 の影響も

含めて～」兵庫医科大学  精神科神経科学  主任教授  松永  寿人 

講演２「COVID-19 の拡大を防ぐ  －伝播の特性と予防手段―  」 

兵庫医科大学病院  感染制御部  部長  中嶋  一彦 

【その他】ZOOM ウェビナーにて研修会を実施。 

 

6.中国四国地方部会 令和 3 年 8 月 27 日（参加者：29 校 60 名） 



・保健看護分科会勉強会 「コロナ禍でのストレス・フラストレーションへの対応」 

山口大学大学院医学系研究科 高次脳機能病態学講座 准教授 松原 敏郎 

 

7.九州地方部会 令和３年度より，九州地区大学保健管理研究協議会との合同開催となっ

た。講演等については，開催校の鹿児島大学と協働実施した。 

 

２ 保健管理業務情報事業 

 

１）機関誌発行事業 

   大学における保健管理に関する調査研究活動の一環として、学術論文集を機関誌

『CAMPUS HEALTH』としてホームページに掲載している。 

本機関誌『CAMPUS HEALTH』は、特集記事、推薦論文、投稿論文、特別寄稿記事か

ら構成する研究論文集と、全国大学保健管理研究集会報告集をそれぞれ年１回作成し

ている。 

  令和 3 年度の、『CAMPUS HEALTH58(2)』（研究論文集）は、特集「新型コロナウイ

ルス感染症とキャンパスヘルス」をテーマに「新型コロナウイルス感染拡大と大学メン

タルヘルス」など 18 論文、並びに一般投稿論文として「行動活性化が大学生のキャリ

ア探索に与える影響」など 20 論文を掲載した。 

  また、オンライン開催となった第 59 回全国大学保健管理研究集会の報告集『CAMPUS 

HEALTH59(1)』には、「加速するパラダイムシフト社会に対応する保健管理～大学から

国際社会に向けて～」を共通テーマに、 特別講演「大学保健管理における適応力：未

来をつくるパラダイムシフト」、教育講演として「不整脈を知ろう！」「大学生のうつと

行動活性化」を、また シンポジウム「COVID-19 が大学にもたらした変化」で 3 演

題、「ヘルシーキャンパス活動の展開～ウィズ・コロナ時代の大学保健に求められる取

り組み～」で 5 演題を、ランチョンセミナー「大学生の感染症対策　—学生に必要なワ

クチン接種—」及び一般研究発表 83 論文を掲載した。 

 

  ２）情報活用・交換事業 

従前からの課題である麻疹や風疹の流行、子宮頸がんワクチンの接種に関わる問題な

どの感染症対策、学校保健安全法で必ずしも網羅できていない大学生の健康管理のあ

り方、積極的な健康増進施策のあり方など、大学における保健管理に関する事案につい

て、各種の情報や資料の収集を行い、各大学が合理的で適切な判断や対応ができるよう



に、収集した情報や資料を継続的に提供しているところである。 

喫緊の課題である新型コロナウイルス感染症への対応にも積極的に取り組むために

「新型コロナウイルス感染症対策ワーキンググループ」をいち早く立ち上げ、各現場で

の取り組みへのサポート及び情報交換を積極的に行っている。 

新たに「2020_2021 学生調査実施ワーキンググループ」も立ち上げ、文部科学省の

委託を受け、令和 3 年度自殺学生の動向などから、悩み相談体制の構築や専門家との

連携など施策のための調査を実施しており、令和 4 年度も継続することになっている。  

   2021 年度に行ったヘルシーキャンパス宣言を受け、ヘルシーキャンパス運営委員会

を立ち上げた。ホームページを通じて理念や各大学の取り組み、コンテンツを紹介する

とともに、ウォーキングチャレンジなどの啓発イベントを通じて、学生・教職員のみな

らず、広く人々、社会の健康の向上に寄与することを目指している。 

「ウェブ情報委員会」では電子メール双方向配信システム等を利用して、感染症の発

生など緊急事態への対応時の連絡や情報を一斉配信する事業のサポートを行っている。 

   「国際連携委員会」では一般社団法人 国立大学保健管理施設協議会 国際交流推進特

別委員会と共同編集した「海外留学健康の手引（第 4 版）」をオンライン上に公開し、

留学を考えている学生諸君の便宜を図っている。 

   「研究倫理委員会」では、大学の保健管理に資することを目的として、会員、会員を

含む研究グループが行う研究課題での倫理的妥当性の審査を行っている。 

「保健看護委員会」では各地方部会での分科会活動のほか、マニュアル作成に取り組

んでいる。 

またホームページを通して、会員間だけでなく、当協会が実施する研究集会などの行

事予定、地方部会の活動状況、など情報を広く提供し、大学の保健管理に関する資料な

どの情報公開に努めている。 

 



  Ⅱ.処務の概要

公益社団法人全国大学保健管理協会（地方部会別）

職名 氏　　　名　 任　　　期 手当 常勤・非常
勤の別

現　職 当初就任日

代表理事（近畿） 守山敏樹 令和２年6月22日～令和4年総会の日 なし 非常勤 大阪大学キャンパスライフ健康支援センター 令和2年6月22日

理事（北海道） 橋野聡 令和２年6月22日～令和4年総会の日 〃 〃 北海道大学保健センター長 平成28年6月24日

　　　〃 藤井義博 令和２年6月22日～令和4年総会の日 〃 〃 藤女子大学保健センター長 平成24年4月1日

　〃（東北） 木内喜孝 令和3年6月23日～令和4年総会の日 〃 〃 東北大学保健管理センター所長 令和3年6月23日

　　　〃 伏見雅人 令和3年6月23日～令和4年総会の日 〃 〃 秋田大学保健管理センター所長　 令和3年6月23日

　〃（関東甲信越） 今関文夫 令和２年6月22日～令和4年総会の日 〃 〃 千葉大学総合安全衛生管理機構特任教授 平成28年10月5日

　　　〃 森正明 令和２年6月22日～令和4年総会の日 〃 〃 慶應義塾大学保健管理センター所長 平成30年6月26日

　　　〃 守屋達美 令和２年6月22日～令和4年総会の日 〃 〃 北里大学健康管理センター長 平成26年12月1日

　　　〃 安宅勝弘 令和２年6月22日～令和4年総会の日 〃 〃 東京工業大学保健管理センター教授 平成28年6月24日

　〃（東海北陸） 山本眞由美 令和２年6月22日～令和4年総会の日 〃 〃 岐阜大学保健管理センター長 平成24年4月1日

　　　〃 吉川弘明 令和２年6月22日～令和4年総会の日 〃 〃 金沢大学保健管理センター教授 平成24年4月1日

　〃（近畿） 石見拓 令和２年6月22日～令和4年総会の日 〃 〃 京都大学環境安全保健機構教授 令和2年6月22日

久保田稔 令和２年6月22日～令和4年総会の日 〃 〃 関西学院大学保健館長 平成24年4月1日

　　　〃 野田哲朗 令和２年6月22日～令和4年総会の日 〃 〃 兵庫教育大学保健管理センター所長 令和2年6月22日

　〃（中国四国） 岩﨑良章 令和２年11月26日～令和4年総会の日 〃 〃 岡山大学大学保健管理センター長 令和2年11月26日

　　　〃 奥屋茂 令和２年6月22日～令和4年総会の日 〃 〃 山口大学教育・学生支援機構保健管理センター所長 平成28年6月24日

　〃（九州） 工藤欣邦 令和２年6月22日～令和4年総会の日 〃 〃 大分大学保健管理センター所長 平成30年10月3日

　　　〃 佐藤武 令和２年6月22日～令和4年総会の日 〃 〃 九州大学保健管理センター長 平成24年4月1日

　監　事（近畿） 伊東宏 令和２年6月22日～令和4年総会の日 〃 〃 立命館大学保健センター所長 平成24年4月1日

　　　〃 辻井啓之 令和２年6月22日～令和4年総会の日 〃 〃 奈良教育大学保健センター長 平成24年4月1日

　　１　役員等に関する事項（令和4年3月31日現在)

　　　　            《理事》　定　数　15人～20人　      　　《監事》　定　数　3名以内　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

理事及び監事任期　定時総会（選任日）～2年後の定時総会日（令和4年6月21日予定）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　理事　常勤0人、非常勤18人　　　　　　　　　　監事　常勤0人、非常勤2人　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　



《評議員会（任意機関）評議員》　定　数　50人～100人　 評議員任期　委嘱日から2年
 評議員会（任意機関） 評議員　常勤0人、非常勤98人

理事18人,監事2名を含む
職名 氏　　　名　 任　　　期 手当 常勤・非常

勤の別
現　職 当初就任日

　評議員（北海道） 大村一将 令和3年12月 1日～令和5年11月30日 なし 非常勤 北海道医療大学保健センター長 令和3年12月1日

　　　〃 奥村貴史 令和3年12月 1日～令和5年11月30日 〃 〃 北見工業大学保健管理センター長 令和3年12月1日

　　　〃 川村祐一郎 令和3年12月 1日～令和5年11月30日 〃 〃 旭川医科大学保健管理センター長 平成19年12月1日

　　　〃 佐藤希代巳 令和3年12月 1日～令和5年11月30日 〃 〃 小樽商科大学保健管理センター看護師 平成29年12月1日

　　　〃 高橋恭子 令和3年12月 1日～令和5年11月30日 〃 〃 小樽商科大学保健管理センター所長 平成29年12月1日

　　　〃 羽賀將衛 令和2年12月 1日～令和4年11月30日 〃 〃 北海道教育大学保健管理センター所長 平成24年12月1日

　　　〃（東北） 小野田敏行 令和3年12月 1日～令和5年11月30日 〃 〃 岩手大学保健管理センター長 平成29年12月1日

　　　〃 小室安宏 令和3年12月 1日～令和5年11月30日 〃 〃 福島大学保健管理センター所長 平成24年12月1日

　　　〃 佐藤研 令和3年12月 1日～令和5年11月30日 〃 〃 弘前大学保健管理センター所長 平成29年12月1日

　　　〃 高橋和眞 令和2年12月 1日～令和4年11月30日 〃 〃 岩手県立大学健康サポートセンター長 平成28年12月1日

　　　〃 田名場美雪 令和2年5月20日～令和4年5月19日 〃 〃 弘前大学保健管理センター准教授 令和2年5月20日

　　　〃 長沼敦子 令和3年12月 1日～令和5年11月30日 〃 〃 岩手大学保健管理センター保健師 平成25年12月1日

　　　〃 橋本潤一郎 令和2年12月 1日～令和4年11月30日 〃 〃 宮城教育大学保健管理センター教授 平成28年12月1日

　　　〃 牧野直彦 令和3年12月 1日～令和5年11月30日 〃 〃 山形大学保健管理センター所長 平成28年12月1日

　　　〃（関東甲信越） 伊藤晋二 令和3年12月 1日～令和5年11月30日 〃 〃 獨協大学保健センター長 平成29年12月1日

　　　〃 稲垣中 令和3年12月 1日～令和5年11月30日 〃 〃 青山学院大学保健管理センター副所長 令和3年12月1日

　　　〃 上野光博 令和2年12月 1日～令和4年11月30日 〃 〃 上越教育大学保健管理センター所長 平成22年12月1日

　　　〃 内田啓子 令和3年12月 1日～令和5年11月30日 〃 〃 東京女子医科大学医学部第四内科学講座教授 平成27年12月1日

　　　〃 大森美湖 令和3年12月 1日～令和5年11月30日 〃 〃 東京学芸大学保健管理センター准教授 令和3年12月1日

　　　〃 岡本晋 令和3年12月 1日～令和5年11月30日 〃 〃 杏林大学保健センター長 令和3年12月1日

　　　〃 黒田毅 令和3年12月 1日～令和5年11月30日 〃 〃 新潟大学保健センター長 令和3年12月1日

　　　〃 坂本透 令和3年12月 1日～令和5年11月30日 〃 〃 筑波大学保健管理センター所長 令和元年12月1日

　　　〃 砂川昌子 令和3年12月 1日～令和5年11月30日 〃 〃 東京女子大学保健室保健師 平成25年12月1日

　　　〃 高山一郎 令和3年12月 1日～令和5年11月30日 〃 〃 山梨大学保健管理センター教授 令和元年12月1日

　　　〃 竹内一夫 令和2年12月 1日～令和4年11月30日 〃 〃 群馬大学健康支援総合センター副センター長 平成28年12月1日

　　　〃 田澤立之 令和3年12月 1日～令和5年11月30日 〃 〃 東京医科歯科大学保健管理センター長 令和元年12月1日

　　　〃 田中大介 令和3年12月 1日～令和5年11月30日 〃 〃 昭和大学保健管理センター所長 令和元年12月1日

　　　〃 東田寿子 令和3年12月 1日～令和5年11月30日 〃 〃 日本女子大学保健センター所長 平成29年12月1日

　　　〃 原田賢治 令和3年12月 1日～令和5年11月30日 〃 〃 東京農工大学保健管理センター教授 令和元年12月1日

　　　〃 堀正士 令和3年12月 1日～令和5年11月30日 〃 〃 早稲田大学保健センター所長 令和元年12月1日

　　　〃 本田善一郎 令和3年12月 1日～令和5年11月30日 〃 〃 お茶の水女子大学保健管理センター所長 平成25年12月1日

　　　〃 武藤章弘 令和3年12月 1日～令和5年11月30日 〃 〃 星薬科大学保健管理センター長 平成29年12月1日

　　　〃 森田洋 令和3年12月 1日～令和5年11月30日 〃 〃 信州大学総合健康安全センター長 令和元年12月1日

　　　〃 柳元伸太郎 令和3年12月 1日～令和5年11月30日 〃 〃 東京大学保健・健康推進本部教授 平成29年12月1日

　　　〃 山田裕子 令和3年12月 1日～令和5年11月30日 〃 〃 北里大学健康管理センター副センター長 令和元年12月1日

　　　〃 横山裕一 令和2年12月 1日～令和4年11月30日 〃 〃 慶應義塾大学保健管理センター教授 平成30年12月1日

　　　〃 吉田智子 令和3年12月 1日～令和5年11月30日 〃 〃 千葉大学総合安全衛生管理機構看護師 平成23年12月1日

　　　〃 脇本澄子 令和3年12月 1日～令和5年11月30日 〃 〃 松本大学健康安全センター保健師 令和3年12月1日

　評議員（東海北陸） 石黒洋 令和2年12月 1日～令和4年11月30日 〃 〃 名古屋大学総合保健体育科学センター教授 平成22年12月1日

　　　〃 浦﨑芳正 令和2年12月 1日～令和4年11月30日 〃 〃 福井大学保健管理センター副所長 平成28年12月1日

　　　〃 大澤功 令和3年12月 1日～令和5年11月30日 〃 〃 愛知学院大学保健センター所長 平成21年12月1日

　　　〃 小池晃彦 令和2年4月 1日～令和4年3月31日 〃 〃 名古屋大学総合保健体育科学センター教授 令和2年5月20日

　　　〃 田中優司 令和3年7月26日～令和4年5月19日 〃 〃 愛知教育大学保健センター長 令和3年8月6日

　　　〃 古川健治 令和2年12月 1日～令和4年11月30日 〃 〃 北陸先端科学技術大学院大学保健管理センター教授 平成30年12月1日

　　　〃 松井祥子 令和3年12月 1日～令和5年11月30日 〃 〃 富山大学保健管理センター長 平成29年12月1日

　　　〃 山本裕之 令和2年12月 1日～令和4年11月30日 〃 〃 静岡大学保健センター所長 平成26年12月1日

　　　〃（近畿） 荒井宏司 令和2年12月 1日～令和4年11月30日 〃 〃 京都工芸繊維大学保健管理センター長 平成24年12月1日

　　　〃 工藤喬 令和3年12月 1日～令和5年11月30日 〃 〃 大阪大学キャンパスライフ健康支援センター教授 平成27年12月1日

　　　〃 西郷勝康 令和3年12月 1日～令和5年11月30日 〃 〃 姫路獨協大学健康管理室　室長 平成21年12月1日

　　　〃 佐藤洋 令和2年12月 1日～令和4年11月30日 〃 〃 関西学院大学保健館教授 平成24年12月1日

　　　〃 白水倫生 令和3年12月 1日～令和5年11月30日 〃 〃 奈良女子大学保健管理センター所長 令和1年12月1日

　　　〃 須賀英道 令和3年12月 1日～令和5年11月30日 〃 〃 龍谷大学短期大学部社会福祉学科　教授 平成21年12月1日

　　　〃 内藤義彦 令和3年12月 1日～令和5年11月30日 〃 〃 武庫川女子大学健康サポートセンター長 令和1年12月1日

　　　〃 中川克 令和3年12月 1日～令和5年11月30日 〃 〃 立命館大学保健センター教授 平成27年12月1日

　　　〃 藤本美香 令和2年12月 1日～令和4年11月30日 〃 〃 近畿大学メディカルサポートセンターセンター長代理 令和2年12月1日

　　　〃 寶學英隆 令和3年12月 1日～令和5年11月30日 〃 〃 奈良先端科学技術大学院大学保健管理センター所長 平成21年12月1日

　　　〃 水野恵 令和3年12月 1日～令和5年11月30日 〃 〃 京都女子大学健康管理センター診療所所長 平成21年12月1日

　　　〃 山本泰司 令和3年12月 1日～令和5年11月30日 〃 〃 神戸大学保健管理センター所長 令和1年12月1日

　　　〃 山本祐二 令和2年12月 1日～令和4年11月30日 〃 〃 滋賀大学保健管理センター所長 平成28年12月1日

　　　〃 吉川貴仁 令和3年12月 1日～令和5年11月30日 〃 〃 大阪市立大学保健管理センター所長 平成29年12月1日

　　　〃（中国四国） 井﨑ゆみ子 令和3年12月 1日～令和5年11月30日 〃 〃 徳島大学キャンパスライフ健康支援センター保健管理部門長 令和1年12月1日

　　　〃 井上顕 令和2年5月20日～令和4年5月19日 〃 〃 高知大学保健管理センター所長 令和2年5月20日

　　　〃 江副智子 令和3年12月 1日～令和5年11月30日 〃 〃 島根大学保健管理センター副センター長・教授 平成23年12月1日

　　　〃 大西勝 令和3年12月 1日～令和5年11月30日 〃 〃 岡山大学保健管理センター教授 令和3年12月1日

　　　〃 岡本百合 令和2年12月 1日～令和4年11月30日 〃 〃 広島大学保健管理センター教授 令和2年12月1日

　　　〃 鎌野寛 令和2年12月 1日～令和4年11月30日 〃 〃 香川大学保健管理センター所長 平成18年12月1日

　　　〃 三島香津子 令和2年5月20日～令和4年5月19日 〃 〃 鳥取大学保健管理センター所長 令和2年5月20日

　　　〃（九州） 伊地知信二 令和2年12月1日～令和4年11月30日 〃 〃 鹿児島大学保健管理センター所長 平成18年12月1日

　　　〃 嘉数直樹 令和元年12月 1日～令和３年11月30日 〃 〃 九州工業大学保健管理センター教授 令和1年12月1日

　　　〃 木道圭子 令和2年12月 1日～令和4年11月30日 〃 〃 佐賀大学保健センター長 令和2年12月1日

　　　〃 武田 龍一郎 令和2年12月 1日～令和4年11月30日 〃 〃 宮崎大学安全衛生保健センター教授 平成26年12月1日

　　　〃 永野純 令和3年12月 1日～令和5年11月30日 〃 〃
九州大学キャンパスライフ・健康支援センター・セン
ター長

令和3年12月1日

　　　〃 貫名英之 令和2年12月 1日～令和4年11月30日 〃 〃 福岡教育大学健康科学センター・副センター長 平成30年12月1日

　　　〃 藤井康成 令和3年12月 1日～令和5年11月30日 〃 〃 鹿屋体育大学保健管理センター教授 平成19年12月1日

　　　〃 藤瀬昇 令和3年12月 1日～令和5年11月30日 〃 〃 熊本大学保健センター長 平成29年12月1日

　　　〃 古川卓 令和3年12月 1日～令和5年11月30日 〃 〃 琉球大学保健管理センター教授 平成25年12月1日

　　　〃 丸山徹 令和2年12月 1日～令和4年11月30日 〃 〃 九州大学キャンパスライフ・健康支援センター・センタ平成30年12月1日

　　　〃 森戸夏美 令和2年12月 1日～令和4年11月30日 〃 〃 福岡大学健康管理センター診療所長 令和2年12月1日



職　　　名 就任年月日 担当事務
事　務　長 令和3年4月1日 事務総括
事　務　員 令和3年4月1日 事　　　務

  １.  令和２年度事業報告及び収支決算について 可決
〃
〃

（報告事項）
報告
〃
〃

　イ．理事会

第1回（通算23回）令和３年５月２６日（水） 事務所からのオンライン開催
（議題）

  １．令和２年度事業報告及び収支決算について 可決
  ２．名誉会員の推薦について 〃
  ３．会員の入会及び退会について 〃
  ４.  キャンパスヘルスのJ=STAGEへの掲載、協会ホームページでの公開につ 〃
  ５．ヘルシーキャンパス運営委員会設置について 〃
  ６. その他

（報告）
  １．全国保健管理研究集会及び総会等の予定について（資料４） 報告
  ２．事務局の体制について 〃
  ３．研究集会・地方部会の開催に関わる課題、現状について 〃
  ４. 事務局の移転について 〃
  ５. その他 〃

第2回（通算24回）令和３年8月5日(木) 事務所からのオンライン開催
（議題）

  1. 全国研究集会・地方部会等あり方ワーキンググループ設置について 可決
  2. 理事の再任について 〃
  3. 代表理事の任期 〃
  4. 理事などの推薦及び推薦時期の見直し 〃
  5. 評議員及び評議員会について 〃
  6. 秋の総会の位置づけについて 〃
  7. 法人の主たる事務所の移転について 〃

小野綾

２　職員に関する事項（令和4年３月３１日現在）
氏　　　名 備　　　考

飯島健

開催年月日・場所  　  令和3年6月22日(火)

  ２．理事の退任及び選任について
  ３．名誉会員の推薦について

審議事項

　

会議の結果

３　会議に関する事項

　ア．　総　会

京都大学楽友会館
からハイブリッド開催

会議の結果

  １．今後の総会、理事会及び評議員会の開催日程について
  ２．第59回（令和3年度）全国大学保健管理研究集会及び総会等の予定について
  ３．その他

審議事項

(議題）

会議の結果



  8. 協会パンフレットについて 〃
  9. 東海北陸地方部会から新規評議員推薦について 〃
10. 新規入退会会員 〃

（報告）
  1. ヘルシーキャンパス運営委員会報告 報告

〃
  3．今関理事より令和3年末退官するが後任の公募について協力依頼があった 〃

第3回（通算25回）令和３年10月5日(火) 事務所からのオンライン開催
（議題）

  1.「理事会運営規則」理事の再任及び代表理事の任期ついて（改定案） 可決
  2.「評議員及び評議員会」について 〃
  3. 評議員就任について 〃
  4. 会員入退会について 〃
  5. 令和 5 年  (2023  年）第  61 回全国研究集会について 〃

（報告）
  1. 第 60 回全国研究について 報告
  2. 全国研究 集会・地方部会等あり方ワーキンググループ 〃
  3. 理事などの推薦時期の見直しについて 〃
  4. 事務局オフィス移転について 〃
  5. 協会パンフレット2021-2022年版の進捗状況について 〃
  6. 今後のスケジュール案 〃

第4回（通算26回）令和4年1月21日(金) 事務所からのオンライン開催
（議題）

   1. 令和3年度決算見込み 可決
   2．令和4年度事業計画及び事業予算について 〃
   3．全国研究集会・地方部会等あり方ワーキンググループ」からの提言 〃

（確認事項）
  1. 理事の各地方部会からの推薦について 確認
  2. 監事の推薦について 〃
  3. 今後のスケジュールについて 〃
  4. 評議員に関する事項の定款変更 〃

（報告） 〃
  1. 第60回全国研究集会について 報告
  2. 保健師・看護師用のマニュアルについて、著作権対応について 〃

令和3年度理事・監事懇談会 令和4年3月9日(水) 事務所からのオンライン開催

  1. 令和3年度決算について(報告)
  2．全国研究集会について（確認）
  3．理事の各地方部会からの推薦について
  4.  研究集会（全国、各地方部会）講師謝金について
  5.  令和4年度第一回理事会（令和3年度決算承認など）日程について
  6.  各地方部会業務の見直しについて
  7.  令和5年度から総会議決にインターネットを導入することの研究について

  2．今後のスケジュール案

審議事項

以上について、忌憚のない懇談を行った。

審議事項

懇談内容

会議の結果

審議事項

会議の結果



　ウ．評議員会

2022．３．３１

現　　　在 国　　立 公　　立 私　　立
2

△3
3

△5
4

△5
3

△2
2

△0
0

△1
19

△16 （　区　分　）

3 A 1,000 人以下

△ 0 B

1 C

賛助会員 △1 D

E 10,000 人以上

第一種会員増減内訳
（１）増（入会） ２校（私２） 　Ａ+2

（私）高松大学（Ａ） 2021年4月1日付け入会
（私）京都看護大学（Ａ） 2021年6月22日付け入会

（２）減（退会） ３校（公1、私2）
（公）愛知県立芸術大学（Ａ）
 （私）大阪薬科大学（Ｂ）
 （私）麗澤大学（A）

（３）会費区分変更 １０校（国2、公1、私7）
（国立）東京藝術大学 B　→　Ｃ （私立）東海学院大学 Ａ　→　B
（国立）横浜国立大学 E　→　D （私立）名古屋学芸大学 B　→　C
（公立）公立千歳科学技術大学A　→　B （私立）芦屋大学 Ａ　→　B
（私立）旭川大学 B　→　A （私立）大阪大谷大学 C　→　B
（私立）明海大学 B　→　C （私立）京都橘大学 C　→　D

今年度は開催しなかった。

名誉会員

83 29

内　　　　　　　　　　　訳

第一種会員 509 508 85 54 369

D 81

第二種会員 158 161

25 101

21 20

３，０００～５，０００

　（第一種会員）

（　　学　　生　　数　　）

36

2021
．３．
３１

増　　減

178

130 4

５，００１～１０，０００

１，００１～３，０００
97 100

E 53 52 16 0

16 16

4

4.会員異動状況について

50

C 64 65 15 4 46

137

（区分）
A

132

B 179

区　　　分



Ⅲ　事業報告に係る附属明細書

　　令和3年度事業報告には、「一般社団法人及び一般財団法人に関する法律施行規則」第３４条第３項

　に規定する附属明細書「事業報告の内容を補足する重要な事項」は存在しないので、作成しない。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和4年４月

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　公益社団法人全国大学保健管理協会

Ⅳ　財務諸表等
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